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永年のご努力をたたえて

12人S図体

11月2日市役所で表彰式

教

育

功

労

野
田
は
つ
枝
さ
ん
(
万
歳

慶
野
三
六
七

永
年
に
わ
た
り
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
華
道
教
室
講
師
と
し
て
勤
労
青
少

年
の
指
導
に
尽
く
さ
れ
た
。

産
業
経
済
功
労

高
三

し
ん
い
ち

進
一
さ
ん
(
引
歳

富
津
一
五
一
八

各
種
野
菜
関
係
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

を
歴
任
し
、
地
域
野
菜
産
地
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
。

教

功

労

育

小

川

寺

獅

子

舞保

存

会

多
年
に
わ
た
り
市
指
定
無
形
文
化

財

H

小
川
寺
の
獅
子
舞
。
の
保
存
伝

承
に
尽
く
さ
れ
た
。

産
業
経
済
功
労

鷹五
休5

あ
き
お

昭
夫
さ
ん
(
日
歳

中
央
通
り
一
|
七
|

一一一

多
年
に
わ
た
り
魚
津
漆
工
組
合
組

合
長
と
し
て
魚
津
漆
器
の
開
拓
、
紹

介
に
努
め
市
内
産
業
の
振
興
発
展
に

尽
く
き
れ
た
。

体

功

労

育

本2
井ぃ

な

お

み

向
身
さ
ん
(
臼
歳
)

小
川
寺
二
九
二
ハ

魚
津
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
設
立
指
導
に
あ
た
り
、
本
市
体
育

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

産
業
経
済
功
労

出
州
軍
釦
榊
も
町
駅
さ
ん
(
臼
歳
)

道
坂
四
四
五

多
年
に
わ
た
り
稲
作
情
報
農
家
連

絡
会
会
員
と
し
て
農
業
の
振
興
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
。

体

功

労

育

魚

津

市

陸

上競

技

協

会

多
年
に
わ
た
り
当
市
の
陸
上
競
技

の
普
及
振
興
に
努
め
、
体
育
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

体

功

労

賞

加

積

地

区体

育

振

興

会

多
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
体
育

増
進
を
図
り
、
体
育
振
興
に
尽
く
さ

れ
た
。災

害
防
護
功
労

黒i
崎2

幸
作
さ
ん

a歳
)

金
山
谷
一

O
三
七
|

一
六

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に

あ
っ
て
献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、

本
市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進
に

尽
く
さ
れ
た
。
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災
害
防
護
功
労

永宗
谷E

け
ん
い
ち

健
一
さ
ん
(
臼
歳

交
通
安
全
功
労

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー

上
中
島
支
部

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に

努
め
、
地
区
交
通
環
境
の
整
備
促
進

に
尽
く
さ
れ
た
。

厚
生
事
業
功
労

ひ
ろ
た
は
ん
い
ち
ろ
う

慶
田
半
一
郎
さ
ん
(
乃
歳

鴨
川
町
二

l
一
八

多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
民
生
児
童

委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進

に
尽
く
さ
れ
た
。

持

表

彰

t~ 

く

ぽ

た

み

つ

ひ

ろ

久
保
田
満
宏
さ
ん
(
お
歳

北
鬼
江
一
七
一
九

青
年
団
活
動
を
と
お
し
て
地
域
社

会
活
動
の
推
進
を
図
り
、
青
少
年
教

育
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

厚
生
事
業
功
労

う

ぐ

し、

す

の

会

多
年
に
わ
た
り
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
朗
読
録
音
奉
仕
を
行
い
、

福
祉
増
進
に
尽
く
さ
れ
た
。

持

表

彰

t~ 

西f

連
凋
さ
ん
(
必
歳
)

相
木
二
八
四
|
二

吉
島
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

創
設
指
導
に
あ
た
り
、
青
少
年
教
育

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

地
域
医
指
示
功
労

森t
本2

よ
し
の
ぶ

善
信
さ
ん
(
百
歳
)

新
金
屋
一
ー
四
|
二
九

永
年
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
市
民

の
健
康
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

産
婦
人
科
医
と
し
て
地
域
医
療
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
。

持

表

彰

別

石ピ
倉;

た
か
ひ
ろ

高
広
さ
ん
(
初
歳
)

住
吉
五
五

林
道
選
手
と
し
て
世
界
大
会
優
勝

等
の
成
績
を
収
め
、
当
市
ス
ポ
ー
ツ

界
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。



(4) 広報うあ、づ

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る

税
を
知
る
週
間
日
月
日
日
(
木
)
j
U
日
(
水
)

一一一一一一一一一…一側一平成5年11月

日
月
刊
日
(木
)か
ら

η
日
(水
)ま
で
は
、

『税
を
知
る
週
間
』
で
す
。

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
l
マ
と
し
て
、
み
な
さ
ん
に
。
税

の
意
義
や
役
割
柑
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
次
の
行
事
を

行
い
ま
す
。

o • 
と 金納

展税
書
道
展

暮
勺

し
の
中
の
税

日
月
日
日
(
木
)
1
日
日
(
月
)

O
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
ず
ラ
ザ

ー
、
市
内
小
学

5
年
生
の
書
道
「
笑

顔
で
納
税
」
応
募
作
品
の
展
示

2
、
国

・
県

・
市
の
各
種
ポ
ス
タ
ー

な
ど
、
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
資

料
の
展
示

3
、
地

酒

展

示

な

ど

.
臨
時
無
料
税
務
相
談
所
の
開
設

O
と
き
日
月
日
日
(
土
)
・
日
日
(
日
)

O
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

※
北
陸
税
理
士
会
魚
津
支
部
の
税
理

士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま

す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

き

取
壊
し
家
屋
の
届
出

平
成

5
年
中
に
取
壊
.
さ
れ
た
家
屋

年

末

年
末
調
整
の
必
要
性

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
か
ら
毎

月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一

年
間
の
合
計
額
と
、
一
年
聞
の
給

与
総
額
に
対
す
る
正
し
い
税
額
と

は
、
次
の
理
由
で
必
ず
し
も
一
致

し
ま
せ
ん
。

①
年
の
途
中
で
出
産
等
に
よ
り
扶

養
人
数
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

②
老
人

・
障
害
者

・
生
命
保
険
料

等
の
控
除
は
、
年
末
調
整
で
引
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

③
毎
月
引
か
れ
て
い
る
税
額
は
、

給
与
が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て

計
算
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に

給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、

(
建
物
)
は
、
早
急
に
市
税
務
課
課
税

係
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
さ
れ
な
い
と
、
平
成

6
年

度
も
そ
の
ま
ま
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

@
問
い
合
わ
せ
先

市

税

務

課

課

税

係

8
nー

2
2
0
0
内
線

1
3
4

調

整

過
不
足
額
を
精
算
す
る
の
が
、
年

末
調
整
で
す
。

年
末
調
整
は
「
扶
養
控
除
等
の

申
告
書
」
「
保
険
料
控
除
等
の
申
告

書
」
「
配
偶
者
特
別
控
除
の
申
告

書
」
な
ど
を
勤
務
先
に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

説
明
会
に
必
ず
出
席
を

年
末
調
整
に
つ
い
て
の
説
明
会

は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

事
業

所
の
給
与
担
当
者
は
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

。
と

き

日

月

初

日

(

金

)

法
人
・団
体

国

人

午

前

9
時
初
分

1

0
と

こ

ろ

魚

津

市

民

会

館

1
階
大
ホ

l
ル

るのでしょう)。また、みんなで歌も歌いました。 Mさんカ

ーは演歌が中心。ス ターカーでは、Mさんのために次の歌

をつくって歌ってあげました。

M-san， How are you ? 

Without Todd， we are blue. 

Hope to see you， very soon. 

And we hope that you like this加ne.

千里浜ではすばらしい海岸風景を見ることができました。

また、泳ぐこともできました。 日本の人は10月には泳がな

いのでしょうて・私が海に潜って泳ぎだすと、他の人たちは

ピックリしていました。私もピ ックリしました。私がピッ

クリしたのはが'kいだことに大す

して、たくさんの人たちから

拍手をもらったからです。

言う までもなく、企画広報室 ー

の旅行はとても楽しいもので

した。

休みは大切なものです。み

なさんもリラ ックスと遊ぶた

めに時々は休みをとってくだ

さいね。

キャシィーのうおヲ日記
(魚津市国際交流員 キャサリン・ピータース)

この頃、ホ休み怖について考えることがあります。

富山商工会議所の会員の人たちにいアメリカの休み愉に

ついて講演する機会がありました。そこで、アメリカ人の

平均休日数はヨーロ ッパの人たちよりも短いだろうという

話をしたのですが、多くの参加者はとても驚いていました。

先日、企画広報室の仲間と和倉温泉に行きました。アメ

リカでは社員旅行をすることがあまりないので、この旅行

をとても楽しみにしていました。私は観光ノ〈スに乗って行

くものとばかり思っていたのですが、驚いたことに「スタ

ーカーIMさんカー」と名前を付けた 2台のワゴン車で行

ったのです。ワゴン車には、カ。イドはいませんでしたが、

ガイドよりももっとおもしろい人がいました。 Iさんです。

Iさんは Mさんカーに乗りながら、 トランシーパー (連絡

用のために用意していた )ででたらめな観光案内をいかに

も本当の事のように話していました。

水族館へ行ってイルカショーを見てからのこと …。みん

なでトランシーバーでイルカの声をまねました。上手な人

が一人いたんですよ (きっと、いつもお風呂で練習してい



桃
山
運
動
公
園
に
運
動
広
場
(
全
面
芝
生
)
完
成

般
使
用
は
平
成

6
年

4
月
か
ら

野
球
場
・
陸
上
競
技
場
に
続
き
、
桃
山
運
動
公
園

に
、
全
面
芝
生
の
。
運
動
広
場
¥
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
広
場
は
、
芝
生
の
養
生
、
一
部
施
設
(
南

側
便
所

l
建
設
中
)
の
完
成
を
待
っ
て
、
平
成

6
年

4
月
か
ら
一
般
の
使
用
を
開
始
し
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
、

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ヘ
包
J

ヘル
e

J

へつ
J

ヘ既
J

ヘ要
J

ZnM〉
ニ
コ
日
〉
じ
¥
/
品
川
下
¥

/

E

ヨ
¥

O
グ
ラ
ウ
ン
ド

(全
面
芝
生
)

・
面
積

1
8
、
3
6
0
M

・
サ

ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
2
面

使
用
可
能
)

0
休
憩
広
場

・
面
積

8
0
0
M

.
シ
ェ
ル
タ
l
(
1
基
)
、

水
飲
器
(
l
基
)

-宿
合

口止

パ
ー
ゴ
ラ
(
2
基
)

O
園-

長
き

・
足
洗
場

(
2
基
)

ベ
ン
チ

(6
基
)

O
そ

の

他

・
便
所
2
棟

1
8
5
m
 

水
飲
器

(
2
基
)
、

指
盟
関
酪
銀

糸
魚
川
・
魚
津
聞
本
格
着
工

北
陸
新
幹
線
糸
魚
川

・
魚
津
聞

の
工
事
実
施
計
画
が
認
可
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
日
月
日
目
、
富
山

県
と
新
潟
県
の
県
境
で
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に
県

つ
%
お
と

境
か
ら
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
槌
音
が

一

聞
こ
え
て
く
る
予
定
で
す
。

一

こ
の
実
施
計
画
の
内
容
は
、
西

一

糸
魚
川
(
仮
称
)
信
号
場
か
ら
東
魚

一

津
(
仮
称
)
信
号
場
ま
で
の
約

ω同
一

に
新
し
い
線
路
を
敷
き
、
ス
ー
パ

一

|
特
急
を
走
ら
せ
る
も
の
で
、
黒

一

部
市
田
家
新
地
内
で
、
現
在
の
北

一

陸
本
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
な

っ

一

て
い
ま
す

0

.

一

魚
津
市
内
で
は
、
新
線
の
敷
設

一

が
な
い
の
で
用
地
買
収
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
魚
津
駅
ま
で
の
電

気
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

工
期
は
概
ね
叩
年
で
そ
の
後
、
新

線
に
ス
ー
パ

ー
特
急
が
走
る
予
定

で
す
が
、
魚
津
駅
停
車
に
つ
い
て

は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ス
ー
パ
ー
特
急
が
、
魚
津

駅
に
止
る
こ
と
は
、
今
後
の
市
の

発
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
ま
た
停
車
実
現
の

た
め
に
は
、
現
在
走
行
し
て
い
る

特
急
「
か
が
や
き
」
の
停
車
を
ま

糸
魚
川
駅

図要

海

概

本

画

日

計ず
、
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
も

っ
と
J
R
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
市
民
挙

げ
て
の
運
動
を
展
開
し
、
魚
津
駅

利
用
の
実
績
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
乗
車
券
は
魚

津
駅
で
買
う
な
ど
の
自
分
が
で
さ

る
こ
と
か
ら
行
動
を
開
始
し
、
ス

ー
パ
ー
特
急
魚
津
駅
停
車
の
実
現

に
向
け
て
前
進
し
ま
し
ょ
う
。
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J
U純
一
代
わ
た
し
た
ち
の
困
保

市
保
険
年
金
課
保
険
係
包
但

'
2
2
0
0
内
線

1
4
1
・1
4
2

側関側関側側側吋側関側関側関州側側側関側関側関側関側関側関関吋平成 5年11月

日
月
は
第
3
期
分
の
支
払
い
月
で
す

医
療
費
の
財
源
は
、

ど
こ
か
ら
?

国
民
健
康
保
険
(
以
下
「
国
保
」
)
の
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
国
保

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に
努
め
、

限
り
あ
る
医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
の
一
般
加
入
者
が
医
療
機
関

へ
行
く
と
窓
口
で
3
割
の
一
部
負
担

金
を
支
払
い
ま
す
。
残
り
の

7
割
は

国
保
が
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(1 )高額療養費に該当しない場合

(外来等が主です。)

3，000円

( 3割)

個人負担

7，000円

( 7割)

国{呆負:ts.

医
療
費
が
ど
の
よ
う
に
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
か
を
、
高
額
療
養
費
に
該

当
し
な
い
場
合
(
外
来
は
ほ
と
ん
ど

が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
)
と
該
当
す

かかった医療費10，000円 (10割全額)

国保は7，000円(7割)を医者に支払いますが、

あとで国がすの3，500円を出してくれます。残り

の3，500円は保険税で支払います。

(2)高額療養費に該当する場合

(入院等が主です。)

る
場
合
(
3
割
分
が

6
3
、
0
0
0
円

を
超
え
る
も
の
で
、
入
院
は
ほ
と
ん

ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
)
に
分
け

て
表
に
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、
国
保
財
政
は
固

か
ら
の
補
助
金
(
国
民
全
体
が
納
め

た
税
金
)
と
加
入
者
が
納
め
る
保
険

税
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

保
険
税
は
必
要
と
見
込
ま
れ
る
額

を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
納
期

内
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
た
だ
く
の

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

280，000円 57，000円

( 7割) 高額
63，000円

国保負担
療養費

(鮎)(難)

120，000円(3割)

かかった医療費 400，000円(10割全額)

国保では 7割と高額を合わせて337，000円を

支払いますが、あとで国がすの168，500円を出

してくれますが、残りの168，500円は保険税で

支払います。

魚
津
の
美
し
い
自
然
と
祭
り

写
真
コ
〆
テ
ス
ト
入
賞
者

「
魚
津
の
美
し
い
自
然
と
祭
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
、
応
募
総

数
回
点
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

@

美

し

い

自

然

の

部

。

祭

り

の

部

市

長

賞

木

下

荘

司

(末
広
町
)

市

長

賞

武

限

和

男

(六
郎
丸
)

市
議
会
議
長
賞
宮
川
政
昭
(
住
吉
)
市
議
会
議
長
賞
窪
田
隆
(
吉
野
)

商

工

会

議

所

会

頭

賞

商

工

会

議

所

会

頭

賞

山
崎
正
雄
(
三
ケ
)

北
保
恵
洋
(
宇
奈
月
町
)

観
光
協
会
長
賞
池
田
重
夫
(
黒
部
市
)

入

選

嶋

川

悦

郎

(大
海
寺
野
村
)

宮
川
政
昭
(
住
吉
)

宮
崎
洋
子
(
大
光
寺
)

山
崎
正
雄
(
三
ケ
)

武
田
秀
樹
(富
山
市
)

観
光
協
会
長
賞

能
波
都
志
子
(
吉
島
)

選
武
隈
和
男
(
六
郎
丸
)

内
生
蔵
裕
志
(
東
蔵
)

五
十
嵐
昭
造
(
新
宿
)

米
島
義
征
(黒
部
市
)

中
田
篤
志
(入
善
町
)

入

富
山
県
ス
ポ
ー
シ
奨
励
賞

魚
津
市
で
川
名
か
受
賞

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
域
社
会
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
り
顕
著
な
活
動
や

献
身
的
な
世
話
を
し
て
い
る
方
制
名
に
、
富
山
県
教
育
委
員
会
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
の
び
の
び
賞

(小
学

生

)

浜

多

達

也

(

村

木

車

球

ス

ポ

少

)

大
島
勝
(
村
木
野
球
ス
ポ
少
)
鈴
木
桂
太
(
吉
島
野
球
ス
ポ
少
)ヘ
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一
ト
水
道
は
正
レ
/
¥
偉
い
ま
レ
ょ
ラ

市
下
水
道
課
岱
但

1
2
2
0
0
内
線

3
8
1
i
3
8
4

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
何
で
も
流
し
て
も

よ
い
と
い
う
ニ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
す
る
私
た
ち
が
、
こ
れ
を
み
ん
な
の
も
の
と
し
て
大
切
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

-
御
飯
つ
ぶ
・
野
菜
く
ず
・
食
用
油

な
ど
は
流
さ
な
い
で

て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は
固
ま
っ
て
パ

イ
プ
や
マ
ス
が
詰
っ
て
し
ま
い
ま
す

0

・
洗
濯
排
水
は
下
水
道
へ

洗
濯
機
の
排
水
は
必
ず
下
水
道
へ

流
し
て
く
だ
さ
い
。
側
溝
な
ど
に
流

れ
出
な
い
よ
う
お
互
い
に
気
を
つ
け

キ
ア
し
ょ
、
っ
。

広報うおづ(7) 

-
危
険
物
を
流
さ
な
い
で

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
よ
う
な

揮
発
性
の
高
い
危
険
物
は
、
爆
発
を

起
こ
す
な
ど
思
わ
ぬ
災
害
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対
に
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

-
水
は
節
約
し
て

水
の
使
い
過
ぎ
は
、
資
源
の
無
駄

使
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

新川文化ホール(仮称)の

“呼びやすく、親しみやすく、夢のある"

愛称、を募集します。自作未発表でほかに応

愛称募集

芸術文化の拠点となる施設にふさわしし¥

募していない作品に限ります0

・応募方法

郵便はがき 1枚につき1点とします。

①「愛称」

②住所、氏名、年齢、性別、 職業及び電

その由来、意味と、

汚
水
量
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
だ
け
下
水
道
使
用
量
も
か
き
む
-
」

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
処
理

場
の
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

-
汚
水
マ
ス
は
定
期
的
に
清
掃
を

汚
水
が
排
出
さ
れ
る
汚
水
マ
ス
は

油
や
ご
み
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、

詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
清
掃

ーし
宇
今
し
ょ
、
っ
。

話番号

11月 1日(月)-12月末日

-応募期間

-応募・問い合わせ先

新川文化ホール開館準

干930富山市新総曲輪 4番18号

富山県民会館内

備室

米
津
車
也
(
吉
島
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
少
)

池
森
祐
介
(
吉
島
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
少
)

金
谷
梨
恵
子

・
伊
東
直
美

・
沢
固
め

ぐ
み

・
富
居
麻
衣
子

・
本
田
碧

・
関

口
絵
美

・
本
田
朋
美

・
三
田
村
都
美

(
以
上
古
島
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
)

。
い
き
い
き
賞

(
日
歳

l
m
歳
)

杉
本
雄
二
ス
イ
ミ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
)

川
久
保
良
美

・
加
藤
智
子
(
以
上
村

木
水
泳
ス
ポ
少
)

@
さ
わ
や
か
賞

(
ぬ
歳

1
日
歳
)

佐
生
明
逸

・
小
竹
典
吉
(
以
上
村
木

卓
球
愛
好
会
)

騰
休
善
吉

・
猟
津
愈
(
以
上
村
木
野

球
ス
ポ
少
)

横
田
巌
・武
隈
正
弘
(
以
上
卓
球
協
会
)

下
田
博

・
藤
田
秀
治
(
以
上
大
町
と

き
わ
会
)

米
屋
強
(
魚
津
サ

ッ
シ
綱
引
ク
ラ
ブ
)

高
畑
光
男
(
上
中
島
綱
引
同
好
会
)

安
井
秀
治
(
松
下
電
子
工
業
綱
引
ク

ラ
ブ
)

梅
原
健
治
(
住
吉
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
)

森
良
輝

・清
水
靖
之

・
荒
木
幸
子
(
以

上
魚
津
レ
|
シ
ン
グ
ス
キ
l
チ
ー
ム
)

寺
田
親
(
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ス
キ
l
ク

ラ
ブ
)

行
沢
美
津
子

・
長
田
禎
子
(
以
上
魚

津
整
美
体
操
ク
ラ
ブ
)

船
田
節
子

・
木
内
美
和
子
(
以
上
村

木
ビ
ー
チ
愛
好
会
)

中
島
祥
子

・
渡
辺
光
子
(
以
上
大
町

ビ
ー
チ
ボ

l
ル
愛
好
会
)

谷
口
美
雪

・
新
井
陽
子
(
以
上
魚
津

リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
)

。
ほ
の
ぼ
の
賞

(ω
歳
以
上
)

山
瀬
哲
夫
(
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
)

内線405ft0764-32-3111 
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長生き人生を楽しむために
支え愛"をテーマにし

9月25日、魚津市民会

“はつらつ人生 ふれ愛

? た「老いを考える集い」が、

長 館で聞かれました。

要 この集いは、本格的な高齢化社会に向い、いかに

3 長生き 人生を楽しむかをみんなで考え ようと、保健・

福祉 ・医療の関係団体を中心とした実行委員会が、

不 主催したものです。

設 会場では 、寸劇入賞作品の上演や三世代同居家族

5 の表彰、三世代交流の集いなどが行われま した。

3. 上演された寸劇「いい汗かいた」は、ボランティ

き ア活動を題材にしたもので、看護婦さんや市職員 、

!、 小学生など素人集団が熱演し、会場から拍手かっさ

ゑいを受けていました。

'~主主主溺ふ;勾λ仇脚硝;'~l{.iね叫:繰副駒内州、主連携，'1::'.

ゴールめざして突進

診

憩
い
の

ふ
る
さ
と
再
発
見
・
・
・
・
・
・
⑧

旧
十
二
銀
行

明
治
五
年
(
一
八
七
二
年
)
に
公

布
さ
れ
た
国
立
銀
行
条
令
に
も
と
づ

き
、
全
国
に
次
々
と
銀
行
が
設
立
さ

れ
た
。
魚
津
で
も
明
治
か
ら
大
正
に

か
け
て
、
当
時
最
も
人
通
り
の
多
か

っ
た
大
町
通
り
に
、
十
二
銀
行
、
高

岡
銀
行
、
富
山
貯
蓄
銀
行
の
支
庖
や

魚
津
銀
行
な
ど
が
置
か
れ
、
新
川
地

方
の
商
業
の
中
心
地
と
し
て
活
気
が

あ
ふ
れ
で
い
た
。

こ
の
う
ち
、
現
在
ま
で
建
物
が
残

っ
て
い
る
の
は
十
二
銀
行
魚
津
支
庖

社
屋
で
、
大
正
七
年
(
一
九
一
八
年
)

の
米
騒
動
が
こ
の
銀
行
の
米
倉
庫
前

で
起
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

建
物
は
明
治
四
十
四
年
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
、
外
観
や
内
部
に
明
治

の
銀
行
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
十

二
銀
行
は
そ
の
後
、
魚
津
銀
行
を
吸

収
し
、
戦
時
中
に
高
岡
銀
行
な
ど
と

合
併
し
、
北
陸
銀
行
と
な
っ
た
。
合

併
に
伴
い
各
支
庖
は
整
理
さ
れ
、
旧

十
二
銀
行
魚
津
支
屈
は
売
却
さ
れ
、

現
在
は
魚
津
水
産
(
株
)
の
事
務
所
と

な
っ
て
い
る
。

木
造
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
洋
風
の
建

物
は
、
か
つ
て
の
大
町
通
り
の
繁
栄

を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
。

と
の
ク
h
M
l
フ

あ
の
人

魚
津
市
少
年
少
女
自
作
童
話
大
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

筒ど
口;

あ

い

こ

愛
子
ち
ゃ
ん

(大
町
小
学
校
5
年
)

「
と
て
も
活
発
な
子
猫
ト
ラ
を
中
心

と
し
た
な
か
よ
し

5
匹
組
の
中
に
、

転
校
生
の
シ
ロ
が
仲
間
入
り
し
て
、

な
か
よ
し
6
匹
組
に
な
る
ま
で
の
話

で
す
。
童
話
を
通
し
て
、
友
情
と
友

だ
ち
の
大
切
さ
を
訴
え
よ
う
と
思
い

ま
し
た
」
と
話
す
筒
口
愛
子
ち
ゃ
ん
。

日
月
ロ
日
に
行
わ
れ
た
第
必
回
魚

津
市
少
年
少
女
自
作
童
話
大
会
で
、
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ど

タ

ニ

慣

子

、

の

は

ン

な

者

た

一

タ

フ

加

し

ナ

ペ

ル

参

ま

は

ド

り

て

験

で

ン

あ

し

体

ド

ウ

も

戦

ど

ウ

グ

ナ

に

ス

グ

フ

コ

果

ニ

。
ル

験

に

テ

気

ゴ

体

ツ

グ

人

一

ツ

一

ン

大

パ

一

ポ

リ

に

ト

ポ

ス

、
ち

ツ
ス

い

ン

た

ゲ

一

リ

も

一

ユ

れ

一、
さ
議
集
嘗
袋
署
餐
連
警

υー
ク
イ
l
y紹
介
:
:
:
⑧

ス
た
て
も
ん

酢
¥
位
発
さ
ん

a歳
)

(富
山
市
田
畑
)

広

場

ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
は
:
・。

母
が
、
ち
ゃ
っ
か
り
と
応
募
用

紙
や
履
歴
書
を
準
備
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
つ
い
私
も
そ
の
気
に
な

っ
て
応
募
し
ま
し
た
。
で
も
、
応

募
用
紙
に
切
手
を
は
り
忘
れ
て
郵

送
し
て
し
ま
い
、
あ
と
か
ら
慌
て
ま

し
た
。

-

砂
ミ
ス
た
て
も
ん
。
に
選
ば
れ
た

今
の
お
気
持
は
・
・・。

ミ
ス
に
な
っ
て
み
た
い
と
い
う
気

持
は
、
持
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
と
に
か
く
、
う
れ
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

ー
魚
津
の
イ
メ
ー
ジ
は
・・・0

「
美
し
い
自
然
と
人
の
暖
か
き
」
。
海

が
き
れ
い
で
、
と
て
も
穏
や
か
な
街
だ

と
思
い
ま
す
。
友
人
が
魚
津
に
い
た
の

で
、
学
生
時
代
に
は
よ
く
遊
び
に
来
ま

し
た
。
海
が
大
好
き
で
、
今
で
も
と
き

ど
き
車
で
魚
津
の
海
を
見
に
来
ま
す
。

|
こ
れ
か
ら
一
年
間
の
抱
負
は
・
:。

い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
っ
た
り
、
た

く
さ
ん
の
人
と
会
う
機
会
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
な
り
に
魚
津
の

よ
さ
を
再
発
見
し
、

P
R
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
よ
う
一
年
間
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 泊J

H

ぼ
く
ら
な
か
よ
し
6
匹
組
。
を
発
表

し
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

転
校
生
シ
ロ
は
と
て
も
お
と
な
し

い
。
そ
ん
な
シ
ロ
を
な
か
よ
し

5
匹

組
の
大
将
格
ト
ラ
は
仲
間
に
入
れ
よ

う
と
し
な
い
。
夏
休
み
の
あ
る
日
、

5
匹
組
が
森
の
水
車
小
屋
に
出
か
け

た
。
突
然
の
嵐
、
ト
ラ
も
熱
を
出
し

て
し
ま
う
。
な

す

術

も

な

い

ト

ラ

た

す

6
匹
の
表
情
や
態
度
が
頭
の
中
に

ち
を
助
け
に
来
た
の
は
、
シ
ロ
か
ら
出
て
き
ま
し
た
」
と
は
猫
好
き
の
愛

行
き
先
を
教
え
て
も
ら

っ
た

5
匹

組

子

ち

ゃ

ん

ら

し

い

言

葉
。
「
市
の
大
会

の
親
た
ち
。

こ
の
事
件
の
後
、

ト

ラ

は

卯

点

の

出

来

。
緊
張
し
て
い
て
表

の
呼
び
掛
け
で
シ
ロ
も
仲
間
に
・:
。

情

が
堅
く
、
ま
た
、

6
匹
の
話
し
方
に

登
場
人
物
を
猫
に
し
た
の
は
、
猫
変
化
を
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
と
、
執
筆
中
に
「
県
大
会
で
は
川
点
と
い
え
る
よ
う

親
せ
き
の
家
で
子
猫
が
産
ま
れ
た
こ
に
が
ん
ば
り
ま
す
L

。

と
か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。
「
6
匹

は

性

郡

市

代

表

時

人

が

出

場

し

て

叩

月

格
も
違
え
ば
顔
も
違
い
ま
す
。
会
話
お
日
に
行
わ
れ
た
富
山
県
大
会
で
も
、

を
考
え
て
い
る
と
、
そ
の
言
葉
を
話
見
事
一
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

仰
気
魂
d

会
と
ス
ワ
トス
争
ち
ゃ
ん

か
わ
今
ら

ι

孝
宏
く
ん

(
博
道

・
由
香
理

河
浦
茂
由
子
ち
ゃ
ん

(茂
裕

・
由
紀

さ

ん

夫

婦

の

長

男

)

六

郎

丸

子

さ

ん

夫

婦

の

長

女

)

青

島

仲t
俣E

一一・・n~必掴圃~
i てE γ F
... ..・・・・l<'...IiI

' 副

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
で
た
く
ま
し
く
、
や
さ
し
い

子
に
な
っ
て
ね
。

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

期
待
ど
お
り
女
ら
し
く
(
?
)
育
っ

て
く
れ
て
、
パ
パ
も
マ
マ
も
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
す
。
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一
お
二
知
「

i

l

-

-

一ら二せ一

面
街
路
樹
の
襲
定
に

い一

つ
い
て
お
願
い

窃
闇

刊
月
中
旬
か
ら
襲
定
を
行
い

院
暗

ま
す

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
た
市
内
の
街
路
樹
も
落
葉
の
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

沿
線
の
み
な
さ
ま
に
は
、
落
ち
葉

の
後
始
末
な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
日
月

中
旬
か
ら
街
路
樹
の
暫
定
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

樹
姿
や
樹
勢
の
関
係
で
、
前
打
定
や

枝
払
い
な
ど
は
全
て
市
で
行
い
ま
す

の
で
個
人
で
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

・
間
合
先

市
公
園
住
宅
課
公
園
保
全
係

E
nー

2
2
0
0
内
線
3
2
2

広報うおづ平成 5年11月

農
業
振
興
地
獄
か
ら
の

農
用
地
除
外
申
請

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
は
、
転

用
申
請
の
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
が
必
要
で
す
。

-
受
付
期
間

ロ
月

1
日(水
)
j
m
日
(5

・
添
付
書
類

①
申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

②
付
近
見
取
図
・
公
園
・
建
物
配

置
図
・

③
土
地
改
良
区
、
隣
接
耕
作
者
の

同
意
書

④
所
有
農
地
一
覧
図
(
農
家
住
宅

や
分
家
住
宅
の
場
合
)
な
ど

・
申
請
・
間
合
先

市
農
業
水
産
課
振
興
係

g
nー

2
2
0
0
内
線
3
5
1

※
申
請
書
類
を
作
成
す
る
前
に
、
申

請
地
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

圃
園

水
道
工
事
を

圃
圃

予
定
し
て
い
る
方
ヘ

園
水
道
工
事
の
申
し

圃

込
み
は
早
自
に

冬
期
間
に
水
道
管
の
引
込
み
工
事

を
申
し
込
み
を
さ
れ
て
も
、
降
雪
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
に
、
工
事
の
。
一

時
中
止
。
や
か
大
幅
な
延
期
。
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
冬
期
聞
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
道
路
の
復
旧
工
事
が
非
常
に

難
し
く
、
道
路
の
損
傷
や
交
通
事
故

な
ど
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
ゑ
か
ら

で
す
。水

道
工
事
を
今
後
予
定
し
て
い
る

方
は
、
早
目
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

・
間
合
先
市
水
道
局

雪
山

μ
|
2
2
0
0
内
線
1
5
3

刊
月
刊
日
か
ら

狩

猟

解

禁

来
年

2
月
刊
日
ま
で

日
月
日
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な

り
ま
す
。
山
な
ど
へ
お
出
か
け
の
際

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
銃
や

弾
の
保
管
に
は
十
分
注
意
し
て
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
事
故
の
な
い
安
全
な

狩
猟
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

-
間
合
先

市
農
林
振
興
課
業
務
係

g
n
l
2
2
0
0
内
線
3
6
1

圃
園

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

国
設
備
近
代
化
資
金

圃

の
受
付
開
始

機
械
設
備
の
設
置
資
金
を
、
長
期

無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

-
受
付
期
間
口
月
1
日(月
)
i

ロ
月
日
日
(
水
)

-
申
込
・
間
合
先

市
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

g

nー

2
2
0
0
内
線
3
1
1

平成6年度 ! 

: 大岡・経由幼稚園ぷドβj

え宮入園児受付のご案内
受付期間

11月11日(木)'"-'19日(命
(ただし、土・日曜日は除く)

午前 9時~午後 5時

該当者 i 

/一一一¥平成元年 4月2日から平成 2年 4月

l4歳児，)1 a::io-r../-J+-::io-Yl-/"lrhIS i ¥ニニヱニニグ でに生まれた幼見

/ごてて三¥ 日63年 4月2日から平成元年 4月( 5歳児) ~~-.- ~.-:: -_._ ，: .~ ， .， ~ ' -' -，. l 
¥こニニY でに生まれた幼児

受付・間合先 ! 
大町幼稚園 ft 22-6179 

経団幼稚園 ft 24-1250 

就学時健康診断日程

昭和該者当-表の平成 会iJt小学校名 期 日 受付時間

大 町 11月17日附 12時30分 望 七 学村 木 11月17日守防 12時40分

時{主 =口と' 11月 1日明) 12時30分 月 い月

上中島 11月24日v同 12時30分 2 すま に

松 居メ弘、 11月11日附 12時45分 i健
本 江 11月4日同 12時30分

告 へ康
片 . 員 11月29日(月) 12時30分

63 入掌 ニ診生1¥.
=ロと 島 11月10日や同 13時00分 年さ

道 下 11月8日(月) 13時00分
れ断月る

経 回 11月15日(月) 13時00分 1 お

坪 野 11月11日附 12時45分 2 ℃ 2ん の
西布施 11月16日(火) 13時00分

-健診会場は各小学校です。 生に 佳康診m断を 」ヲ討

-上野方小学校は10月25日(月)に行わ i 案れました。

-間合先 市教育委員会学校教育課 究 左内ft22-2200内線 431・430



ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事
の
た
め
、
次
の

と
お
り
用
水
路
の
減
水
を
行
い
ま
す

0

・
区
域

印
田
用
水
路

・
荒
井
用
水

路

・
鴨
川
用
水
路

日
月
1
日(月
)

ー
ロ
月
初
日
〈月)

の
救
援
金
を
求
め
て
い
ま
す
。

-
受
付
期
限

ロ
月
お
日
(
火
)
ま
で

・
受
付
・
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
高
齢
者
対
策
係

E
n
l
2
2
0
0
内
線
1
2
5

ま
た
、
市
民
生
活
課
、
社
会
福
祉

課
に
、
募
金
箱
も
設
置
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 5年11月…一一一一一一…一一一一
身
体
障
害
者
相
談
員

4
1
名
増
員

相
談
員
は
合
計

9
名
に
な
り

ま
し
だ

身
体
障
害
者
相
談
員
が

1
名
増
員

さ
れ
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
新
し
い
相
談
員

高
瀬
宏
幸
(
音
声
言
語
・
平
衡
機

能
障
害
)
経
田
中
町

宮

幻

1
0
3
6
4

消
防
省
間
-
庁
舎
園
を
起
工

平
成

6
年
ロ
月
完
成
予
定

-
期
間

魚
津
市
消
防
合
同
斤
舎
の
新
築
工
事
の
起
工
式
が
叩
月
刊
目
、
本
江
地

内
の
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
完
成
は
平
成

6
年
ロ
月
の
予
定
。

施
設
の
概
要

。
新
庁
舎
(
本
体
)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建

1
階
!
車
庫
、
通
信
指
令
室
、
仮

眠
室
な
ど

2
階
|
署
長
室
、
事
務
室
、
会
議

室
、
多
目
的
ホ

l
ル
な
ど

延

床

面

積

約

2
3
3
0
.町

O
訓
練

(
A
・
B
)
塔

A

|

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
5
階
建

延

床

面

積

約

1
5
9
M

B
ー
鉄
骨
造
2
階
建

延

床

面

積

約

1
6
1
d

o
総
事
業
費約

日

億

6
、
0
8
8
万
円

-
問
合
先

片
員
川
沿
岸
土
地
改
良
区

g
n
1
0
6
9
7
 

刊
月

7
日
(
日
〉
は

秋
の
清
掃
日
で
す

用
水
路
の
減
水

市
で
は
、
市
道
吉
島
中
川
側
線
の

待
避
所
設
置
工
事
の
た
め
、
次
の
と

お
り
中
川
用
水
路
の
減
水
を
行
い
ま

す
。

-
区
域
中
川
用
水
路

・

期

限

ロ

月
日
日
(
傘
ま
で

・
問
合
先

市

建

設

課

維

持

係

g
n

ー

2
2
0
0
内
線
3
3
4

片
貝
川
沿
岸
土
地
改
長
区
で
は
、

-
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

E
n
1
2
2
0
0
内
線
1
2
2

環
境
美
化
を
推
進
し

美
し
い
街
に

日
月

7
日
(
日
)
は
、
秋
の
清
掃
日

で
す
。

公
園
や
道
路
、
側
溝
な
ど
の
清
掃

を
行
い

、
冬
に
備
え
て
の
環
境
整
備

に
努
め
、
私
た
ち
み
ん
な
で
美
し
い

街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
ド
に
毅
援
金
を

部年
iご寄付ありガとう i 地 9 日

震月本
ございました今称.陪 L・に 30赤

r よ日十

るに字
被起魚
害 き 津
のた 1也
救イ区
済ンで
のドは
た中
め西今

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

会
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞

ロ民

n
u
n
u
n
U

に
d
n
U

ハu
n

u

n

u

n

u

n

u

n

U

A

U

ハu
n
u
n
u
n
u

u*
巾
'

司
叶

1
F
b
n
u
n
U
A告
円

ぺ

u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
「
汀
川
町

d

n

U

Fh
u
n
U
EJ

F

1

1

2

5

0

2

3

3

S

キ

3

3

卒

l

野

科

神

等

天

て

高

し

屋

年

と

吉

島

金

日

金

住

青

新

和

基

へ

昭

祉

茂

一

郎

行

校

福

末

年

銀

学

会

意

小

社

口

先

内

善

田

砂

山

嶋

森

hv
経

-市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

・キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス (魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金・土)ft24-8841 

・税務テレホン・サービス(税務相談室

富山分室) ft0764-31-9222 

・健康テレホン・サービス (県保険医協

会) ft0764-42-0003 

50，000円

30，000円

30，000円

20，000円

11月のテー マ

(月) 背中が痛いとき

(火) 子どものO脚と X脚

(水) 羊水検査とは?

(木) 乳歯の生え方の異常

(金) すい臓のはたらき

(土・日) C TとMRI

友田道治新角川二丁目

長谷真由美北鬼江

魚津第二保育園職員一同

黒瀬ファミリー 柏木

浜浦敏子大光寺

雛形 弘金山谷

島 津 昌男坪野

吉田節 子川縁

四十万昭夫港町

石崎辰 人末広町

惰)三井自動車友の会

本田三好経田中町

惰)魚津銀金吉島

森田年郎新金屋

野村幸男立石

砂市広報送付謝礼として

小漬宗次静岡県

広報うあ、づ)
 
-1
 
(
 



(12) 

一一一鎗ル

一一書
l

叫

伽
図
む

11月の日曜開館 C
14日・ 28日 C 

翌日月曜日は休館ですK

広報うおづ縦一一…一……一……一一一平成5年11月

無
限
の
海
へ

読
書
の
旅
立
ち
:
:
:
⑧

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
と
言
い

ま
す
が
、
忙
し
い
日
々
、
ふ
と
気
が

つ
い
た
ら
も
う
ま
っ
暗
と
い
う
こ
と

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
然
の
美
し
さ
に
心
を
ょ
せ
る
ゆ

と
り
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

読
書
で
ゆ
と
り
を
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

日

本

の

最

前

線

船

井

こ
れ
が
世
界
の
常
識
で
す荻

野

暮
し
の
道
具
ピ
カ
イ
チ
事
典

ヒ
ラ
リ
l

-
ク
リ
ン
ト
ン

J

・
ウ
オ
ー
ナ
ー

い
ま
、
家
族
に
大
切
な

ω
の
話

外
山
滋
比
古

漢
方
家
庭
薬
湯
入
浴
法

矢
崎

親
子
で
見
直
す
エ
チ
ケ

ッ
ト

佐
藤

¥。こよシJィっTか「r、守明プlク/ 

魚津市学芸員 3分午後時0 

〈
文
学
・
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